






 

 近年,妊婦血清中に妊娠の経過とともに増量する胎盤由来の酵素活性の消長

を追求して,胎盤機能検査,SFD 診断などに役立てようという試みが多く発表さ

れている。 

 我々は以前(昭47.4.第24回,日産婦学会総会宿題報告)から,単一の酵素活性

の推移だけでは複雑巧妙な胎盤機能を判定する目的には無力であり,少くとも

数種類の酵素活性を追求測定しそのパターンから判定する必要性のあることを

強調してきた。 


